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く076）2001

南西印刷所
電は）－4321

行政日誌19ぐ2年1月＿6月末日

1月3日　j　新　　年　　宴　会

1月4日　　生年　合同　祝賀会

1月5日　　定　例　区　長　会

1月6日　▲　消　防　m　初　式

軍用地協会会計監査

網　物　講　習　会

臨　時　区　長　会

D，p．T　予防注射

1月15日

2月1日

2月2日

2月8日

2月13日：久　志　村議団来所

2月20日　　臨　時　区　長　会

2年21日【姫婦　の　健康診断

2月26日i　会　　計　監　　査

3月2日　r　豚　の　予　防　注　射

3月4日　　4，5区の遊び場落成式

会　　計　　監　　査

本土就職希望者訓練
春季消掃打合せ全
国際短大も催料理部門

3月8日

3月14日

3月28日

4月3日

4月9日；　′ト児マ　ヒ　予防注射

春季清掃綜合検査

取　　n　　行　楽

4月10日

4月1－1日

4月訪日：第11回産業共進会

4月28日　　　6　区　学部　瑛励会

5月3日　j　定　例　区　長　会

5月10日i　与郷原町試用来所

5月11日　f　農協　結成　即郁1会

5月12日　　〔3年度わifJ摘税荘定申告

5月14日・臨　　時　議　　会

5月】5日；セ　キリ無用発生

5月18日　ミ　軍用地　協　委員会

5月20日．族　退　会評議上l会

5月25日　一　厚生局　次長　来所

祖保護世帯の料理講習

軍用地特別委員会

遺　族　会婦人部会
サン　ヨー沈滞機講習会

招魂之堵周辺の除草
職月し　釆＿麹

5月288

6月1日

卜月3日

1．月7日

6月ク2日

月27日　■　内務局

嘉手納村人口勤意表lC云元7月現在

区粧世珊げ子　女子

483　　　9ど6

601　1．184

472　　　911

1区∫184い03
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3291　737：　85

476　　　52
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？181　414　　　55

288：　79－1　　84

6．376J6．91計　　2．548

1963年度嘉手納村教育予算

＿▼＿⊥李皐月l華廷垂」
較　本年度干瓢こ
痛．＿＿一．申す畢百卑率

3．g6％

90．93

348．00・　0．40

0．74

3．32

比才　出＿＿の＿＿部
款　　　別　¶本年度予打紐前年度予算琴＿鱒

1教　習　須　敢　㌘　　6．0ql，雄　　4，印′．001，227．00

2学　校　教　育　烈139，72ぐ．C（113，031．00〔6，695．00】

3■社　会　教　育　蜜‡　　C】8肌　　LrG．00　　　，

4教育分担企及委託金　1，152・C（・1，072．00，如．00と

5．返　　還　　金　　　1仙　　】．仙

6幼　児　間　鈷　　5，025．OG　3，819．00・1．。66．00

7都　　、17　　｛　　　】．馳　1，∝6．恥　　　1，005．00

87　　／一一日　　　上し　1．OCO．CO　　　300．001700．00■

・才　‖　　合．：F l53，674．60125，059．0028．615．仇．

1963年度嘉手納村教育予算

本年度子訂街厄年庶子訂顆：増　　減

譲　収　入　28，C60・00　24・250・叫4・410・00　　■18・65％

度　収　入　　　　2．001　　2．00ト

習　収　益　金　　1・叫　　1・00i

収　　入　　　2．00i　　　2．00　　　’

入　金　1・00i l・001

越　　金　　　1．0か　　綬1．00；　　：紀0．00・

1・325・00・　1525・60．0・53

5，698．00！390．00≡　　一　3．95

92・959・0025，16C．叫　　　　　76．87

125胤00128・615・00L l仙％

転苧葦
屋良笹原に農道完成　本村rJ‾選良後原にこの程千′■く17ドルの1二腔
で農業施設つ1i業し、nj山が川来ました。この道路の妊長は二「1「
メートル，巾flはl叫メ一一トルで群落【声営工事　代盈β伊打耐潤さ

ん－）とtてさる5月3】Hから慕＿「ごかて：いたものです。なお，
このユ「障紅の「t甘∴rH、′ド′しけ政府棚的となっています。
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第20号（月曜日）（2）　　1962年8月20日

旦（民用地）

称　　　　R＿鰍両＿析：価　格甘得一軍月日
ドル】

消　防　署　庁　舎　敷　地　　1　　32．39　　　809．75　▲　19伸．12．4

lgC0．1．20

1956．　7．4

1961．1．17

1961．1．17

1％1．　5．13

1957．12．

1960．1．20

1960．　8．31

1957．12．

1959．10．19

1　　　18．00　　　　　－150．00

野　国　総　管　宮　敷　地　　1　　556．00　　　　400．00

〟　　　　　　　　　　　　1　　　254．00　　　　　762．00

百　聞　　　1　　　350．00　　1，750．00

角力場　　　2　　199．72　　　　734．60

招　魂　の　塔　敷　地

宮　前　小　学　校　敷　地

綜　合　グ　ラ　ウ　ン　ド

納　付　隻　　敷　　地

無　捨　場　　敷　　地

・′　　　　　　　道　　路

床　　昆　　渦　　敷　　地

読　谷　高等学　校　敷　地

山　　　　　　　　　　　　林

1　　　215．00　　　　166．67

10－　1，477．69，　8，247．93

4－　　　613．33　　　3，733．92

1と　　10．00　　　　2．50

31　2，189，00　　1，816，87

3　　　】10．00　　　　137．50

1　　　　80．00

8　　2，138．00

2　　　　857，∝I

分　　　　　　別

行　政　肘　‾▼産
公　　用　　　　〝

普　　通　　財　　産
その他の　　　　〃

1961年12月1明現寧

人口13，4き6

戸痘▼う，〔も7

1962年度（上半期）村民隻旭の状況

一人当　　一戸当

調　定　額　　　　　　　　　　　．収納　済顆
負担鱒　負担額　＿＿＿＿＿▼▼＿＿＿－＿負重昭＿▲　＿＿負担頗　　　　　　　▼¶　負担額　し旦担墾＿

税　　　　　　日　　　子　井　領

1　村　　民　　税　　　　3，C45．00　　2．27　　1．37　　　　　439．10　　．3　　．！6・　　439．10　　，3

3．01　　　　3，512．36　　　．26

・73　1・307・49　・101・49

1

．83　　　　　　CO9．91　　　．5　　　．23

－－－　■＿▼▼＿－」＿－－

4．7り　　　5．cc8．26　　．44；　2．20

2　　同　定　資産税　　　12．亜0．00　　．93　　　4．67　　　　8．014，60　　．60

3　71i　　業　　税　　　4，280．00　　．37　　1．60　　　1，936，79　　．14

4　不動産取得税・　　691．00　　．5　　　．26　　　　2．205，56　　．16

計　　　　　　　21．066．〇〇　　1．57　　　7．90　　　12．596．05　　．94

年度分及び蹄納

ユ肇2年度（上半期）村税月別収入状況

9　　月　　10　　月　　11　月　　12　　月　　　　計

352．70　　　　86．40　　　439．10　　12．05％　100．nO㌔

67．14　　　　70．83　　　　61．08　　　　68．16　　　267．21　　26．64　　100．（10

67．14　　　　70．モ追　　　413．78　　　15456　　　7C6．31　　15．19　100．00

506．60・　457．03　1．1円．62　　3．512．36　　　28．21　　43．8二三

437．54　　　214．62　　　433．37　1，505．08　　30．CG l00．00

944．14　　　671．65　1，605．99　　5．017．44　　29．90　　5：2．71

968．35　　　339．14　1，307．49　　30．55　　67．51
5，仁8　　　　2．〔8　　　ニ9．74　　　7．70　100．00

971．03　　　341．8：三　1．337．23　　28．65　　仁8．00

39．54　　　88．54　　　6く）9．91　　28．ご6　　27．65

二6．67　　134．91　　458．39　　58．32　100．00

223．48　1．仇8．30　　72．㌘8　　40．10

358．78

419．55

778．33

21．38

21．38

10．62

210．77

7　　月　　8　　月

1，017．33

1，017．33

247．34

247．34　　　221．39

税　　目　姉　　別　予算額J調定額

‘現年　度分．　3，645．00．　　439．10

二…ニー二二三
17，360．00　r　　9，519．68

4，280．00　　　ユ，L・36．79

3e6．00　　　　　29．74

4，C67．00　　　1，966．53

C91．00　　　2，205．56

7e6．00　　　　　458．39

1，478．00　　　2，C（：3．95

1．00

1．00　－

1．00

1．00

1．00

1．00

12，5E6．05

2．2〔0．42

14，8三6．47

l　　　　　　　　　　　計

現　年度分
3L　帯　電　税　　滞納鍵越分
l　　　　　　　　　計
一　　　　　　現　年度分

．1！不動産那守税1滞納繰越分
計

5・特別所得税　　滞納繰越分

6：自転車　税

7・牛馬奉　祝

8　屠　畜　税　　　　　〝

9　畜　犬　積

10　興　市　税

′ヽ
ll

報広村納手鼻

今
年
も
例
年
同
様
私
達
選
挙
元
首
間
、
毎
日
午
前
八
咋
二
C
と
認
め
ら
れ
た
と
き
は
縦
覧
期
‥
簿
が
調
製
さ
れ
る
べ
く
御
協
力
■
の
発
生
を
防
止
す
る
こ
と
。

管
理
委
員
会
が
八
月
三
十
盲
－
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
村
役
所
間
内
に
当
番
月
会
に
対
し
異
議
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
○
蝿
の
幼
虫
駆
除

ま
で
に
作
製
し
ま
し
た
立
憫
院
で
縦
覧
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
の
申
し
立
を
し
て
載
く
よ
う
お
上
げ
ま
す
。
　
　
　
イ
発
生
場
所
の
駆
除
、
蒜
虫

理
解
な
さ
れ
・
こ
ぞ
っ
て
賢
盲
景
況
】
　
　
一
沖
縄
の
よ
う
に
四
面
海
で
担

こ
．
■
l
三
：
実
の
多
い
所
で
は
空
や
海
か
ら

れ
昌
紀
綱
絹
誓
那
H
㍑
甥
封
鰭
経
路
鰭
…

封
㌣
酎
㌢
凱
勘
甘
菜
摘
誤
射
絹
針
塁
U

購
緋
…
緋
譜
猶
描
絹
脚
澗
｛

よ
う
担
不
を
い
た
だ
い
て
お
り
育
ち
こ
ま
れ
た
の
で
は
な
い
か

ま
す
。
こ
の
総
選
挙
人
名
簿
に
ど
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

登
録
さ
れ
る
者
は
二
立
法
院
議
二
コ
レ
ラ
菌
に
つ
い
て
】

相
関
摘
絹
律
銅
締
結
机
銅
m
…
開
詔
摘
”

の
市
町
村
の
選
挙
管
理
委
貝
会
ら
九
円
で
夏
は
七
日
か
ら
九
日
恒

が
そ
の
裏
格
誓
詞
菅
て
甘
秋
は
胃
か
ら
雷
、
冬
は

登
銀
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
ニ
二
日
か
ら
二
日
と
な
つ
て
い
ま

㍑
絹
精
銅
終
結
雛
緑
川
関

れ
る
資
格
を
有
す
る
の
で
あ
り
■
わ
れ
で
い
ま
す
。

ま
す
。
が
然
し
芸
以
上
の
刑
一
便
は
始
め
は
蓋
の
下
。
讐
財

を
言
渡
さ
れ
て
そ
の
執
行
が
ま
ぁ
る
が
数
回
後
に
は
米
の
と
ぎ
有

机
㌍
机
結
い
漁
猟
摘
描
錯
綜

特
に
登
録
さ
れ
る
資
格
が
な
い

欠
乏
の
た
め
に
皮
ふ
の
弾
力
が
手

崇
抽
招
溌
絹
だ
…
親
鴇
折
目
㌍
嘉

絹
㍑
叩
招
詔
調
描
腑
銅
器
か
冒
鍔

ま
で
に
名
簿
の
作
製
を
終
了
し
死
亡
率
も
た
か
く
亨
㌧
％
以
上

で
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
　
を
示
す
喝
合
が
あ
る
と
い
わ
れ

こ
の
作
製
し
終
っ
た
名
簿
を
九
て
い
ま
す
っ

月
五
日
か
ら
十
九
日
ま
で
の
十
【
予
防
法
】

て
一
言
お
話
し
を
申
し
上
げ
、

皆
様
が
縦
覧
の
趣
旨
を
充
分
御

講
n
総
選
挙
人
名
簿
を
有
権
者

の
方
々
に
見
て
い
た
だ
く
縦
覧

縦
覧
期
間
り
H
h
日
　
ま
で

立
法
院
総
選
挙
名
簿

の
縦
覧
は
早
め
に

縦
覧
期
間
諸
旭
関
ま
で

鍋
錯
錯
錯
綜
錯
錯
銅
錆
増
琵
岩
沼
絹
髭
絹
打
㌍
水
鰻
三
悪
、
さ
る
三
日
木
村
社
協
に
「
生

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
か
ら
、
で
き
、
こ
れ
に
よ
っ
て
ス
ム
ー
宙
に
実
行
し
ま
し
よ
う
。
　
幸
的
凪
鷺
さ
ん
は
亡
父
文
助
さ
活
に
困
っ
て
い
る
人
た
ち
に
盆

蟹
の
期
問
中
各
自
が
率
先
し
ス
に
選
票
執
行
さ
れ
る
こ
と
釘
般
筈
　
　
　
　
ん
の
香
典
涙
し
と
し
て
音
四
川
∩
冊
で
も
警
て
あ
げ
て
下
さ

て
名
河
を
御
覧
に
な
っ
て
脱
漏
に
な
り
ま
す
か
ら
選
挙
人
は
す
1
飲
料
水
を
煮
沸
又
は
消
毒
（
日
に
・
文
字
”
妓
手
柄
四
四
五
の
い
」
と
…
新
手
納
薬
店
主
の
浜
元
”

父
は
誤
我
が
な
い
か
ど
う
か
を
▲
べ
て
こ
の
名
簿
縦
覧
に
関
心
を
■
ヵ
ル
キ
）
し
生
水
を
の
ま
な
い
五
番
地
・
大
鬼
祥
子
き
ん
は
・
永
子
さ
ん
か
ら
＝
〔
ド
ル
の
寄
h

充
分
お
確
か
め
い
た
だ
い
て
・
春
せ
ら
れ
天
た
り
と
も
脱
軋
こ
と
。
2
飲
食
物
に
鴫
の
た
か
亡
夫
勝
彦
さ
ん
の
香
典
返
し
と
脚
が
あ
り
ま
し
た
。
　
一

帯
し
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
や
誤
載
の
な
い
よ
う
完
全
な
昇
ら
ぬ
よ
う
に
す
る
こ
と
。
3
咽
て
て
七
月
七
日
に
・
そ
れ
ぞ
れ
こ
の
人
た
ち
の
御
霊
心
に
村
社

ま
す
。
御
康
知
の
と
お
り
選
挙
願
い
致
し
ま
す
。
そ
う
す
る
こ

刑
の
散
布
、
ハ
発
生
場
所
の
星

本
村
社
会
福
祉
協
諮
会
に
金
一
協
並
に
関
係
者
の
方
々
は
感
謝

封
を
御
寄
贈
下
さ
い
ま
し
た
。
し
て
い
ま
す
。

村
財
政
公
表
　
　
（
3
）

月7年196
｛日

民
の
叢
へ
名
簿
聖
に
つ
い
↑
　
コ
レ
ラ
と
そ
の
予
防
に

つ
い
て

そ
の
た
め
平
民
両
政
府
と
も
こ
す
■
の
成
虫
駆
繰

れ
か
ら
の
浸
入
に
そ
な
え
て
、
了
直
接
蝿
の
止
り
易
い
場
所
に

稽
帝
に
関
係
あ
る
仕
事
に
従
事
殺
虫
鱒
を
散
布
す
る
。

す
る
者
及
び
漁
民
に
対
し
て
予
▲
4
手
洗
い
（
食
前
、
用
便
後
）

防
注
射
を
行
な
い
、
文
台
所
属
の
励
行
。
5
予
防
注
射
を
ぅ
け

へ
の
出
漁
禁
止
、
輸
入
食
品
右
こ
と
。
6
ね
ず
み
の
掃
殺
揆

輸
入
禁
止
な
ど
の
非
常
措
置
減
を
計
る
こ
と
。
7
魚
の
生
食

か
行
な
わ
れ
て
お
り
、
沖
縄
に
■
を
厳
に
注
意
す
る
こ
と
。
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